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せ る に は ， 検証的ア プ ロ ーチ の 導入 が有効で あ る と

思 わ れ る．本発 表で は検 証 的 ICA の 推 定 方 法 を 提 案

し ， 加え て実際の分析例を報告す る．

A ・3　AStudy 　 on 　 MUItivariate　 I〕ecision 　 Trees

　　 with 　Some 　APPlications

　　　　　　中央大 ・理 工 ・院　李　　　聖　鍵
串

　多変量反応 の た め の い く つ か の 決 定木が Segal

（1992），
Zhang （1998）に よ っ て提案さ れ た．しか し，

こ れ らの 方法 は連続的 か 二 項反応か の データ タ イ プ

の 制限 が あ る．こ の 研究 で は ，

一
変量 反 応 の 決定木

を修正 し
，
GEE （generalized　estimating 　equations ）

方法 に よ り反応 の データ タ イ プ の制限が な い 多変量

反応 を分析す る こ とが で き る新 し い 決 定木 の ア ル ゴ

リズ ム を提案す る．

9 月 3 日 （水）（午後 （1）　A 会場）

特別講演 ：Adaptive　Group　Sequentia1　Design

オ
ーガ ナイザ

ー

　　　　　　　保健医療科学院　丹　後　俊　郎

　　　　座長　保健医療科学院　丹　後　俊　郎

A −1　【『heoretica且　Part　of 　Adaptive　Group

　　 Seque皿tial　Design

　 　 　 　 　 　 　 Univ．　Kdln　 WalterLehmacheゴ

　臨床試験 に お け る適応的 group 逐 次 デ ザ イ ン に

関す る方法論的側面を解説した．

A ・2　 Practical　lssues　with 　Software　1）emonstra ・

　 　 tion

　　　 ClinResearch　GmbH 　Reinhard　Eisebitt＊

　臨床試験 に お け る適 応的 group 逐次 デ ザ イ ン の

実際的な 適用 を ソ フ トウエ ア を利用 して解説 した．

9 月 3 日 （水）（午後 （1） B 会場）

近 似

座長　筑 波 大 ・
数学　赤　平　昌　文

B ・1　平均，分散 が 不均一な正 規確率場の 最大 値 の

　　 分 布

　　　　　　　　 統計数理 研 　栗 　木　　　哲
＊

　　　　　　 Stanford　Univ．　 Jonathan　Taylor＊

　有限 KL 展開 をもつ 正規確率場 の最大値分布 の 上

側裾確率の 近似公式 とその 誤差限界を与え る．正規

確率場 が 平均 0， 分散 1の 場合 に は チ ュ
ーブ 法 が 有

効 で あっ た．そ の 考 え方 は 平 均 ，分 散 が 不 均
一

の 場

合 に 対 して 拡張 され る こ と を示 す．また ， チ ュ
ーブ

法 に お け る臨界半径 に 相当す る もの と して ，近似公

式 の 誤 差 限界 を決定 す る 幾何量 を示 す．最後 に 多重

範囲検定 へ の 応用 に つ い て 説明す る．

B −2　Validity　of 　the　Expected　Euler　Character  ・

　　 tie　Heur   tic

　　　　　　　東大 ・情報 理 工 竹 村 彰 通
＊

　　　　　　 Stanford　Univ．　 Jonathan　Taylor

　
一

般的 な 設定 の も とで オ イ ラー
標数法 の va ］idity

を証 明 す る．

B −3　あ る分散共 分散行列の 大 きな 次 元数 に 対す る

　　 第 2 固 有値 の 分 布 につ い て

　　　　　　　　　 杏林製薬　飯　森　孝　行

　　　　　　　 中央大 ・理 工 　杉　山　高　
一

　　　　　　 新潟国際情報大　塚　 田　真　
一

　　　　　　中央大 ・理工 ・院　山　田　隆　行
＊

　本論文 は次元 数 ρが 大 き い と き の 母集 団分散共

分散行列Σ＝diag （σ，1，．．．，1）の第 2固有値の分布

関数 を 見 つ け る こ とで あ る．ウ ィ ッ シ ャ
ート分布 に

基 づ く固有ペ ク トル の 漸近展開式か ら第 1行 ベ ク ト

ル に注 目し，次元 数 ヵ，標本数 錫 が と も に大 きい と

き ， さ ら に σ 》 1の と き に は 第 1固有 ベ ク トル が

（1，0，0，＿，0）
’

で 近似 で き る こ と を示 した．そ れ よ

り ， 第 2固有値 の 近似分布関数 を導出 した．

B −4　 ノ ン パ ラ メ トリッ クな信頼区間の 比較

　　　　　　　　 九大 ・経済 前 園 宜 彦

　本講 演 で は 中 心 極 限 定 理 とそ の 精 密 化 に 基 づ く近

似信頼区間の構成法を漸近的に 比較す る．比 較す る

の は ， ス チ ュ
ーデ ン ト化統計量 の エ ッ ジ ワース展開

に 基 づ く コ ーニ ッ シ ュ
・フ ィ ッ シ ャ

ー展 開 と正 規化

変換に基 づ く信頼区間で あ る．結果 と して は ， 信頼

度 の 収束 と し て は ， 正規化変換 の 方 が優れ ， 平均二

乗誤差 の意味で は ，
コ ーニ ッ シ ュ

・
フ ィ ッ シ ャ

ー展

開の方が 優れ て い る こ と を報告 す る．

B・5　高次分割表の サ ン プ リン グの た め の 不変極小

　　 基底

　　　　　　　東大 ・情報理工 青 木 　 敏
‘

　　　　　　 東 大 ・
情報 理 工 　竹 　村　彰　通

　 マ ル コ フ 連鎖 ・モ ン テ カ ル ロ 法 を用 い て 高次元 の

離散分布 に 対 す る 各種 の 条件付検定 を行 うた め に ，

十分統計量 を固定 した 分割表上 に 既約 な マ ル コ フ連

鎖を構成す る方法 に つ い て 述 べ る．特 に ，マ ル コ フ

運鎖 を構成 す る た め の 基 底 が ， 各軸 の 水準 の 入 れ 替

え に 関す る 不変性 を満 た す た め の 必 要十分条件 と ，
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